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「令和８年度へのスタート」

校長 越 前 秀 一

令和７年度も、いよいよ残り１か月となりました。各学年では、これまで積み重ねて

きた学びのまとめを進めるとともに、卒業式、そして次年度のスタートに向けた準備に

全力で取り組んでいます。

とりわけ６年生は、「小学校６年間の集大成をやりきる」という大きな使命に挑んでい

ます。なかでも「マーチングバンドの引継ぎ」では、６年生一人一人が真剣なまなざし

で下級生と向き合いました。演奏の技術だけではなく、自分たちが大切にしてきた思い、

仲間と築いてきた誇り、そして乙部小学校の伝統への責任まで伝えようとする姿に、最

高学年としての自覚と成長を感じました。

先日披露された３年生から５年生の演奏を聴いた６年生からは、「ただただ感動しまし

た！」という声が上がりました。思いは確かに受け継がれています。子どもたち自身が

その手応えを感じ、次の世代へと託す喜びをかみしめていました。

乙部小学校の伝統は、特別なものが守っているのではありません。子どもたち一人一

人の努力と、互いを思う心が支えています。だからこそ、このバトンはこれからも確か

に、そして力強くつながっていくと信じています。

さて、私たち職員も令和８年度のスタートに向けて準備を進めています。２月の参観

日に行われた全体懇談会でお伝えした内容について、改めてお知らせいたします。

【令和８年度における確認・変更事項】

① 全校児童数は７名減の７６名となる見込みです。

② ２年1組・３年1組が1学級となり、複式学級を編制する見込みです。

③ 春休み(学年末・学年始休業)の期間が、学年末・学年始ともに１日ずつ拡大されます。

そのため、始業式・入学式は令和８年４月７日、修了式は令和９年３月２５日となります。

（今年度の修了式は予定通り令和８年３月２６日に実施します）

④ 運動会に関して変更がございます（保体部発出の資料にてお知らせしています）。

児童数・職員数が減少する中にあっても、私たちは決して教育の質を下げることはあ

りません。むしろ、一人一人により丁寧に向き合える学校づくりを進めてまいります。

町教育委員会の支援のもと、ご家庭の負担軽減も意識しながら、よりよい教育環境の実

現に取り組んでいく所存です。

引き続き、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。



成長の足跡を刻む ～今年度最後の参観日～
１８日(水)は、お忙しい中、今年度最後となる参観日および懇談会にご来校いただき、誠にありが

とうございました。各教室では、この１年間で身に付けた力を精一杯発揮しようとする、子どもたち

の生き生きとした姿が見られました。

低学年の教室では、お家の方の姿を見つけて嬉しそうにしながらも、一生懸命に授業に参加する姿

に大きな成長が感じられました。中学年では、タブレット端末を駆使したり友達と意見を交わしなが

ら思考を深めたりする姿が見られました。また、高学年らしい落ち着いた学びの姿が印象的だった５

年生、どの学年も４月の頃とは見違えるほど、心身ともにたくましくなった様子をご覧いただけたの

ではないでしょうか。

そして体育館では、６年生

による「親孝行会」が開催さ

れました。これまで１２年間、

温かく見守り育ててくださっ

た保護者の皆様へ、感謝の気

持ちを直接伝える大切な場と

して続けられてきました。こ

れまでの歩みを振り返り、感謝の気持ちを書いた手紙を読んで伝える姿や、心を込めたマーチング演

奏のプレゼントを贈る場面では、会場が温かな感動に包まれました。卒業を目前に控えた子どもたち

の凛々しい表情には、家族への深い感謝とともに、中学生という次なるステージへ向かう力強い自覚

が満ちあふれていました。一年間の教育活動の集大成として、全校児童の成長を皆様と共有できまし

たことを、教職員一同、心より嬉しく思っております。

１年１組「道徳」 ２年１組「道徳」 ３年１組「社会」

４年１組「道徳」 ５年１組「道徳」 ４年２組「自立活動」



令和７年度 後期学校評価の結果と今後の取組

２学期末に実施いたしました「後期学校評価アンケート」の分析結果と、今後の学校としての取組につ

いてご報告いたします。

１ 児童アンケート結果、今後の取組・改善案について

評価項目 前期 後期

学校が楽しくて、安心できる場所である。 ９３％ ９０％

先生は、自分の話にしっかりと耳をかたむけてくれる。 ９９％ ９４％

授業は分かりやすく、ＩＣＴを使いながら自分で考えて学ぶことがで ９８％ ９３％

きている。

運動や体育が楽しい。 ９３％ ９６％

「安全・安心」を自分で作り出そうとしている。 ９５％ ９６％

自分で決めたことをやりとげようとしている。 ９０％ ８９％

全体として、落ち着いて学校生活を送っている様子がうかがえます。前期と比較しても平均値は安定

して高く推移しており、多くの児童が肯定的な評価をもっています。一方でやや数値が低い項目も見ら

れました。集団への指導と並行して、児童一人ひとりに応じた個別の対応を充実させる必要があります。

ご家庭とも連携し、きめ細やかな支援をしてまいります。

２ 保護者アンケート結果、今後の取組・改善案について

評価項目 前期 後期

学校は子どものよさを伸ばし、認め、子どもにとって「楽しくて、安 ９９％ ９７％

心できる居場所」となっている。

学校はＩＣＴを活用するなどして「分かりやすい授業」「自ら考えさせ ９８％ ９７％

る授業」に取り組んでいる。

お子さんの学習内容は定着していると感じている。 ８７％ ８９％

お子さんは「安全・安心」を自分で作り出そうとしている。 ８７％ ９１％

お子さんは自分で決めたことに挑戦している、やり遂げようとしてい ８９％ ９４％

る。

運動会等の学校行事は、子どもたちにとって身に付けた力を発揮する １００％ １００％

場となっている。

学校は保護者の方からの悩みや相談に誠実に対応している。 １００％ ９６％

学校は教育方針や学校の様子を分かりやすく伝えている。 ９７％ ９６％

上記の結果を踏まえ、高く評価いただいた点は今後も本校の強みとしてさらに伸ばしつつ、より一層

の教育活動の充実に向け、以下の通り改善策に取り組んでまいります。

（１）学習のさらなる定着に向けた個別サポートの充実

「学習内容の定着」については、前期より向上(８９％)したものの、他の項目と比較するとさらに向

上の余地があると考えています。現在高く評価いただいている「ＩＣＴを活用した分かりやすい授業・

自ら考えさせる授業」(９７％)の取組をさらに推進するとともに、児童一人ひとりの理解度や定着度に

応じた、きめ細やかな学習指導・個別サポートを徹底してまいります。

（２）子どもたちの「主体性」を育む機会の継続的創出

「自分で挑戦・やり遂げる(９４％)」「安全・安心を自分で作り出す(９１％)」といった主体性に関

わる項目は着実に向上しています。この成長をさらに加速させるため、１００％の評価をいただいた学

校行事等の機会を最大限に活用するとともに、日常の教育活動においても、子どもたちが自ら考え、行

動し、達成感を味わえる場を意図的に設けてまいります。

（３）ご家庭と連携した安心できる環境づくりの徹底

「悩みや相談への誠実な対応(９６％)」「分かりやすい伝達(９６％)」について高いご支持をいただ

いたことは、教職員の大きな励みとなっております。今後も決して慢心することなく、保護者の皆様と

の風通しの良いコミュニケーションを向上させてまいります。ご家庭と学校が両輪となって、学校が子

どもたちにとって最高の「楽しくて、安心できる居場所」であり続けられるように努めます。

ご家庭でお気づきの点やご不安なことがございましたら、いつでも遠慮なく担任や学校までご相談く

ださい。引き続き、本校への温かいご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。



主な行事予定

２（月） ４時間授業(1･2年) １８（水） ４時間授業(1-4･6年)

５時間授業(3-6年) １９（木） 卒業証書授与式(11:15下校)

３（火） 全校５時間授業 ６年生を送る会 定時退勤日

５（木） 学校運営協議会 ２０（金） 春分の日

６（金） 定時退勤日 ２５（水） 全校４時間授業(給食なし)

９（月） 卒業式全体練習 ２６（木） 修了式 離任式 大掃除

１６（月） 卒業式予行練習 ２７（金） 学年末休業(-4/6)

町学習・生活習慣ＰＪ会議 4/7(火)令和8年度始業式 入学式

☆ ３月の帰宅時刻は１７時００分までとなります。

☆ 第１･第３日曜日(１日と１５日)はノーメディアデーです｡家庭の団らんを！

☆ 行事等の予定の変更があった場合は、おたよりやマチコミメールを通して随時お知らせします。

できた！が広がる～第２回バルシューレ教室～
２５日(水)に低学年を対象に今年度２回目となる「バ

ルシューレ教室」を開催いたしました。バルシューレ
とは、子どもたちの運動能力を総合的に引き出すドイ
ツ生まれのボール遊び教育です。９月の１回目は、ボ
ールの扱いに慣れず、どこか緊張した面持ちで慎重に
動いていた子どもたち。しかし、半年が経ち、心身と
もにひと回り成長した今回は、その動きに見違えるほ
どの軽やかさと自信が満ちあふれていました。
今回の教室では、単にボールを投げる・捕るだけでなく、自分の体の動きをコントロール

する「コーディネーション運動」も数多く取り入れられました。講師の合図に合わせて素早
く反応したり、友達と呼吸を合わせて複雑なステップを踏んだりと、ボールを使わない運動

でも柔軟で力強い身のこなしを見せてくれました。
何より印象的だったのは、難しい課題に直面しても「も

う一回！」「次はこうしてみよう！」と、自ら考えて挑
戦する前向きな姿勢です。遊びの中で「できた！」とい
う小さな成功体験を積み重ねることは、運動への苦手意
識を払拭し、自己肯定感を育む大切な一歩となります。

学校の未来を創る決意～令和８年度前期 児童会役員決意表明式～
１９日(木)に令和８年度前期児童会役員の決意表明式が執り

行われました。壇上に立った新役員の候補者たちは、３年生以

上の児童の視線を一身に浴びながら、自分が理想とする乙部小

学校の姿を堂々と語りました。「明るく元気な学校にしたい」「学

年を越えて仲良く遊べる行事を企画したい」など、一言一言に

力を込めて語るその横顔からは、リーダーとしての強い自覚と

責任感がひしひしと伝わってきました。

また、この式を支えた運営スタッフの活躍も見事でした。壇下で落ち着いて司会進行を務

める姿や、円滑な運営のためにきびきびと動く様子は、まさに「縁の下の力持ち」として素

晴らしいものでした。新役員という「光」と、それを支

える「陰」の力が合わさることで、学校全体が動いてい

くのだと改めて実感させられました。

話を聞く側の子どもたちも、リーダーたちの言葉を自

分事として捉え、真剣なまなざしで耳を傾けていました。

新体制のもと、全校児童が心を一つにして、新しい乙部

小学校の歴史を築いていくことを期待しています。

令和８年度前期児童会役員

会長 ５年 田 畑 涼 さん

副会長 ５年 森 山 翠 依さん

４年 石 山 李美香さん

書記 ４年 松 原 美 波さん

３年 菊 池 笑 奈さん

３年 盛 田 航 大さん
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